
2チャネル回転シアリング干渉計を用いた位相シフトインコヒーレント
フーリエホログラフィ

Phase-shifting incoherent Fourier holography using dual channel rotational shearing
interferometer

⃝渡辺果歩 1，野村孝徳 1(1.和歌山大院システム工)
⃝Kaho Watanabe1, Takanori Nomura1 (1.Wakayama Univ.)

E-mail: s132068@sys.wakayama-u.ac.jp

私たちはこれまでに空間的にインコヒーレン

トな照明，もしくは自らインコヒーレント光を

発する物体のフーリエホログラムの記録を可

能にするインコヒーレントフーリエホログラフ

ィ1)を提案してきた．この手法は直交する偏光

成分に物体光のフーリエ変換の実部と虚部を割

り当てることにより，twin imageのない再生像

が得られるが，直流光成分により再生像の品質

が低下するという問題がある．そこで，本発表

では 2チャネル回転シアリング干渉計を応用し，

新たに波長板を導入することにより 4step位相

シフト法を実現したインコヒーレントフーリエ

ホログラフィを提案する．

Fig. 1に示すような回転シアリング干渉計を

用いて，直角プリズム 2に光軸を中心としてシ

ア角 θ/2の回転を与える．撮像素子面において

記録するホログラム H(ξ′, η′)は
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M2π(−ηx + ξy) + k∆z

]
dxdy
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とあらわされる．ここで，P(x, y)はインコヒー

レント物体の強度分布，M はシア角によって

定まる倍率であり，kは波数，∆zは 2つの光路

の光軸方向の物体–撮像素子間距離の差である．

ここで，∆z = 0と配置すると，λ/8板と λ/4板を

用いると進相軸と遅相軸の組み合わせにより，

水平偏光成分と垂直偏光成分間には往復でそれ

ぞれ，0, π/2, π, 3π/2の位相差を与えられる．す

なわち，ホログラム
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(n = 1, 2, 3, 4)
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Fig. 1: Dual channel rotational shearing interfer-

ometer: EWP, eighth wave plate; QWP, quarter

wave plate; NPBS, nonpolarizing beam splitter.

が得られる．これらのホログラムからフーリエ

変換ホログラム H f (ξ′, η′)

H f (ξ
′, η′) =H1(ξ′, η′) − H3(ξ′, η′)

+ i{H2(ξ′, η′) − H4(ξ′, η′)}

=

" ∞

−∞
P(x, y)

× exp
[
iM2π(−ηx + ξy)

]
dxdy (3)

が取得できる．式 (3)から得られるインコヒー

レント物体 P(x, y)のフーリエ変換ホログラム

を再生することにより，twin imageと直流光成

分を含まない再生像を取得可能である．
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